
 

 

でも・だって  

  

あなたを貝にさせない 

復職に向けてお話ししている男性が、ある日「 でも、とか、だってを言いたくない」と仰

いました。 

この方は休職に至るまでの経緯をみても、休職中の手続きも、ご家族のことも、とにかく

何もかもが先延ばしになってしまわれる人でした。もちろん、カウンセリングではそのこと

がテーマとなっていました。 

まず、思っていることを口にされるまでにかなり長い時間がかかり、また、言葉をじっく

りと選ばれることで、とても回りくどくなり、相手に誤解を受けることも多い人ですが、温

厚で柔和なキャラクターに見えるかたですので、誤解と言ってもネガティブなものにはな

りません。たとえば、彼は断ろうとしているのに、相手には引き受けてくれると受け取られ

たり、彼が嫌だなと思っていても、周囲からはそう見えず、いつも同僚から長々と愚痴を聞

かされていたりしていました。 

 

 このような方は、カウンセラーにすらなかなか本音を語ってはくださいません。 

語らないというより、語れないと言ったほうがしっくりきます。ご自分でも、ご自身が何を

感じ、思い、悩んでいるかが自覚されていないことがよくあります。 

そして、ニュースやスポーツ、小説、映画など、ご本人の内面世界にあまり触れない話題

になると意外なほど饒舌になられることもあります。こころから遠い、『外側』にあるもの

のお話しを重ねながら、頃合いみて、問題の核心へと向かうと、とたんにこころは殻に閉じ

こもってしまいます。 

 

カウンセラーの勘と反射神経 

私のように職業病にかかったカウンセラーは、閉じこもろうとする『こころ』をみると、

どこかのスイッチが入ってしまうのです。岩場に隠れようする魚をおびき出す漁師ながら

に、うろこの一枚をも傷つけぬよう丁寧に出てきてもらいます。 

そんなふうにして、絞りだされたのが、冒頭の『でも・だって』を言いたくないというセ

リフした。 

 

はい。職業病カウンセラーはここでも身体が勝手に動いてしまうのです。私の場合は、身

を乗り出して どうして？」と食いついてしまうという症状です。 

はじめは 世の中的にダメとされている」とか 言い訳がましいから」などと仰っていま

したが、どうしても私の症状がおさまらないので、ついに「 自分が言われたくないから」と

いう気持ちを絞り出されました。 

相手から『でも・だって』を言われると嫌な気持ちになるのだそうです。 

なるほど。 人にされて嫌なことは自分もしない」ということですね。 

いえいえいえ、そんな道徳教育的なお話しではおさまりません。職業病が加速する瞬間で

す。 

あらゆる人間関係に起こる問題は、この「『でも・だって』の扱い方につながっていると言っ

 



 

 

ても過言ではないと私は思っています。 

 

どちらが重たいか 

世の中には、『でも・だって』を使えない場面がふたつあります。 

ひとつめは、縦社会です。軍隊で上官から撤退と命令されて、 でも、まだやれます」とか

 だった勝てそうなのに」などとやっていたら組織として任務が成り立ちません。 

または、武道家になりたいと弟子入りした人が、師匠から お前はワシが良いと言うまで掃

除と洗濯しかするな」と命じられて でも、技を習いたいのに」とか だって洗濯は武道に

関係ないし」などと言っていては師匠のようには成れないでしょう。 

最初から自己主張がしたい人には縦社会はおすすめできません。 

 

ふたつめは、みんなで話し合って決まったことに『でも・だって』は通じないというもの

です。学級会で話し合って決めた球技大会のドッヂボールに、当日になって でも、苦手だ

からやりたくない」とか だってサッカーのほうがやりたいから」などと、ゴネてしまう小

学生をみかけますが、そのまんま大人になってしまった人も時々見かけます。 

 

これらは個人の思いや考え、都合よりも、組織や集団、伝統や慣習のほうが重んじられる

場面と言えますが、最近の社会ではあまりみられなくなった場面のように思います。 

職場でも学校でもご家庭でも、個人の『でも・だって』のちからが、集団の持つちからを

超えてしまうとトラブルが起こりやすいですよね。 

 

人間は対等で平等か 

すみません。持論を展開してしまいます。 

上記の場面での『でも・だって』は、社会に対する個人の『でも・だって』です。私が『で

も・だって』を重視するのは、個人対個人の『でも・だって』についてです。 

前者が、個人の心情より社会秩序のほうを重んじる刑事事件で、後者は、個人や法人が、

それぞれの思いや損得を主張し合う民事訴訟のようなイメージです。 

 

『でも・だって』を言いたくなるのは、お互いの考え、思い、感覚などが、相手のそれと

異なっているときですが、ここで気を付けることがあります。 

それは、自分と相手が対等かということです。つい、平等にみなくてはとか、同じ人間だか

らなどと思ってしまいがちですが、相手と意見がぶつかるという時点で、どちらかの考えが

浅いか、経験が拙いということが考えられます。 

 

私は、いつも、議論をする場合には、その問題について、どちらのレベルが上かというチ

ェックをするようにしています。たとえば、年齢というレベルは私のほうが上でも、知識と

いうレベルでは相手が上ということもありますし、知識は下でも経験では上ということも

あり、相手と自分の様々な要素を挙げてみて、どのようにすれば対等な議論になるのかを吟

味し、平等な対話とするためにレベルチェックは大切なのです。 

そして、このルールで重要なことは、レベルの高いほうが低いほうを受け止めて導く義務

があるということです。 



 

 

その方法のひとつが『でも・だって』を聴くというものです。 

 

議論の進化系 

相手の『でも・だって』を聴いているときに、もし、黙っていられなくなるのだとしたら、

こちらのレベルが低いことが考えられます。受け止められないのであれば仕方がありませ

ん。自分の感性、思考、経験をみがいてくることが必要です。つまり、議論をできるレベル

ではありません。 

 

こちらの意見や価値観は置いておいて、じっくりと相手の言い分が聴けるならば最後ま

でじっくり聴きます。自分の中の『でも・だって』も大事にしながら聴きます。すると『で

も・だって』を言いたい気持ちより、相手への疑問、質問がわいてきます。 

 

そして、相手の知識や経験になかったものが見えてきたら「 慰謝料を請求されてでもそれ

を貫く？」 そのデータは単位があってないけど大丈夫？」などと問いかけるうちに相手は

こちらが提供した材料や道具を使い始めるのです。それは相手の脳内で思考が深まる手伝

いになります。視野が広がり、経験が深まっていく内的体験を相手に感じてもらえたら、議

論は、いつしか調和に変わります。連動するように相手のレベルが上がっていきます。レベ

ルを上げてもらう経験を得た人は、他の人のレベル上げを手伝えるようになります。 

育てるのがうまい上司や、教え上手の教師、職業病にかかったカウンセラーなどは自然と

このようなことをしているものです。 

 

あなたは逆だった 

お話しを休職中だった男性にもどします。彼は 『でも・だって』を言われると嫌な気持

ちになる」とのことでした。ということは、彼が相手よりもレベルが低い立場だったとみる

ことができます。彼に必要なのは、レベルの高い相手、自分よりも余裕のある大人を相手に

して、じっくりとご自身の『でも・だって』を聴いてもらうことでしょう。だから、『でも・

だって』を言いたくないというのは、彼にとっては逆の努力だったということです。その後

の彼の『でも・だって』はなかなかの聴きごたえがあったことを付け加えておきます。 
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